
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       ＨＰアドレス http://www.kita9.ed.jp/kirigaoka-j/ 

＜校訓＞ 

「自主」自ら学び正しい行動ができる生徒 

                      「明朗」明るくあいさつできる元気な生徒 

                      「努力」くじけず目標に向かって頑張る生徒 

 

 

 

 

「感謝の気持ちを伝えたくて・・」と一人の女性が学校を訪ねてこられました。時

は 10月 2日（金）の１７：３０頃。霧中前の通りを自転車を走らせていた女性は、

自家用車と接触し転倒してしまいました。起き上がれないでいる女性に駆け寄ってき

たのは、女子中学生四人組み。「大丈夫ですか？」「怪我してないですか？」みんなは

口々に言いながら、自転車や女性を助け起こし、散乱した荷物を拾い集めました。女

性が擦り傷を負っていることに気が付いた一人は学校まで走って戻り、トイレットペ

ーパーを濡らして戻って来て、女性の傷の手当てをしました。また別の一人は持ち合

わせていた絆創膏を貼ってあげました。自家用車の運転手が呼んだ救急車が到着する

までの間、震える女性の背中をさすり付き添ってくれました。さらには、事故を起こ

して動揺している自家用車の運転手さんにも、「だいじょうぶですよ。」と気遣って言

葉をかけてくれていたということ。女性はそのまま救急車で搬送され大事には至りま

せんでしたが、「人の命は大切だから。」とつぶやいていたその中学生たちのことが気

がかりで、霧中の門をくぐったのだということでした。 

その女性が覚えていた一人の制服の名前から、この四人がわかりました。2年生の

佐藤綾美さん、藤堂あゆさん、盛永彩乃さん、緒方理彩さんです。後日四人に校長室

で、女性がお礼を言うために訪ねてきたことを伝えたところ、「無事でよかった。」と

皆胸をなでおろしていました。ちょうどその日は、少年サポートセンターから安永先

生を講師に招いての、「薬物乱用防止教室」（命の大切さを学ぶ授業）の日でした。 

正しいことを行うのにためらわない霧中生。学んだことをすぐに実行できる霧中生。 

だから行事も、学校生活も、大切にする雰囲気に満ちています。「ありがとう。」 

 

きりがおか日誌     － 霧丘中学校の行事や日常生活の話題です － 

 

１ 霧中生 2５名が英語検定試験にチャレンジ！ 

英語科の先生方のお世話で、英検の試験が霧中で開催され、 

5級に６名、4級に 7名、３級に８名、準２級に４名がチャ 

レンジしました。自分が通う学校での開催を利用しない手は 

ありません。意欲ある人は必ず伸びます。次のチャンスも！ 

２ 11月 7日（土）小中連携合同地域清掃  1年生の土曜日授業で実施します！ 

 霧丘小、足原小の 6年生と、霧中 1年生が、合同で平和公園付近のゴミ拾いをしま

す。清掃後は、私たちが住む町を愛し、大切にしようとの願いを込めて、全員で「ふる

さと」を合唱します。１０：００から 1時間程度。小雨決行。荒天時は教室の授業参観と

なります。保護者・地域のみなさまも、お時間がありましたらぜひご参加ください。 

 

北九州市立霧丘中学校 学校通信 
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１の１「オールＡを制したクラスが、絆・団結 №１！」 
 私たち 1年 1組は、何があっても、いつでも本気で 
全力で乗り越えていくクラスです。学級目標は、「熱く 
何事にも本気で挑戦し、友情を大切にするクラス」。 
でも、一度できたことが一発でできない・・。切り替え 
が遅かったりと、まだまだなところがたくさんあります。 
でも私たちの担任山内先生は、私たちの進んでいる道が 
それそうな時、いつでも本気で怒ってくれて、本気で１ 
組に向き合ってくれます。行事ごとに、1組の団結はどんどん深まっていると感じます。 

山内先生は、いつでも熱い心の持ち主！！先生の好きな言葉「情熱」。1組はどんな時 
でも、心に情熱をもって日々過ごしています。こんな 1 組は、まだまだ自慢したいこと
がたくさんあります。毎日オールＡと残食ゼロを目指し、「オールＡを制したクラスが絆、
団結№1 のクラス！」と先生の声かけで、仲間のことを想い、情熱で戦い、学年の先頭
に立って、人として素晴らしい人になれるよう、最高で№1のクラスを目指します。 

           「 恕 （ じ ょ ） 」  １ の ５ 

              私たち 1年 5組のスローガンは「恕（じょ）」です。この漢
字は、思いやりの心という意味を表しています。今まで、自分
の言いたい事だけをすぐ口に出して、相手にいやな思いをさせ
てしまったりする人もいましたが、今では、このスローガンの
もと、一人ひとりが意識してお互いを注意し合ったり、支えた

りできるようになりました。私たちのクラスは、1年生の中で
一番元気すぎて、担任の山下先生にいっぱい迷惑をかけたり、 

ちょっぴり心配させたりしているのかもしれませんが、そんな私たちに山下先生は、いつも 
「5組ならできる！」と言ってくれます。おかげで、ふれあい合宿のクラスマッチで、集団 

行動の部優勝、ラジオ体操の部準優勝という結果に、クラス全員で、「仲間を信じる」とい 
う喜びを味わいました。これからも山下先生の言葉を信じ、「恕の心」をもって、いじめや 
人の嫌がることをしない、そんなクラスをみんなで目指していこうと思います。 

  「終 始 一 貫 ！」 １ の ４ 
 私たち 1年 4組は「終始一貫」というスローガン目標に、 
勉強や部活、行事などを、初めから終わりまであきらめずに 

がんばっています。なぜその目標にしたかというと、学校全 
体の行事で、２、3年生の先輩はきちんとした態度で行って 
いるのに、1年生だけしていなかったりして、迷惑をかけな 
いように、２、3年生の先輩と同じようにがんばるためです。 

1年 4組は、クラス全員がいつも笑顔で明るく、やる時は 
全力でみんなで団結してがんばれるところがいいところです。1学期は授業と休み時間の切 
り替えが遅く、黙想したあとも騒いでいましたが、2学期になって切り替えが早くなり、授 
業も集中して聴けています。入学式の日、織田先生に、「努力する（一生懸命）」「みんなで 
協力する」「やらなければならないことを当たり前にする」という三つのことを教わりまし 
た。入学式から全員全力で、織田先生の言葉を胸に一生懸命団結しています。これからもク 
ラス全員で、何事もあきらめずに全力でがんばっていきたいと思います。 


